
ウォーカブルなまちづくりに関連する事例
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基本情報

自治
体

愛知県岡崎市 茨城県水戸市 静岡県沼津市 兵庫県加古川市

市面
積

387.20 ㎢ 217.3㎢ 186.82㎢ 138.51㎢

人口 38.4万人（R6） 26.8万人（R6） 18.7万人（R6） 25.6万人（R6）

駅利
用者
数

約4万人/日
（名鉄東岡崎駅）

約5万人/日
（JR水戸駅）

約3万人/日
（JR沼津駅）

約4万人/日
（JR加古川駅）

空家
率 7.8％（H30） 4.8％（H25） 15.8%（H30） 10.1%(H25)
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岡崎市 QURUWA戦略

図：公共空間各拠点を結ぶ約3キロのまちの主要回遊動線（7つの公民連携プロジェクトが進行中）
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岡崎市 QURUWA戦略

写真：乙川のかわまちづくり

■規制緩和により実現した河川空間での、水上アクティビティや殿橋テラス、マーケットなどを実施
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岡崎市 QURUWA戦略

写真：東岡崎駅周辺（北東街区）の整備・運営

■名鉄東岡崎駅に隣接する約6,600㎡の事業用定期借地権を設定した市有地に商業空間、ホテル、駐車場
を整備し、河川空間と一体的に活用
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岡崎市 QURUWA戦略

写真：道路空間の運営

■道路占用の規制緩和によりオープンカフェ、広告版を設置
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岡崎市 QURUWA戦略

写真：りぶら暫定駐車場の活用

■図書館交流プラザ「りぶら」東側に有する約11,000㎡もの駐車場や広場などの公的不動産を活用
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水戸市 ウォーカブルな水戸まちなかにむけた都市空間活用実験

図：実証実験の会場全体図（2022年度社会実験）
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水戸市 ウォーカブルな水戸まちなかにむけた都市空間活用実験

写真：歩者共存のためのストリートサイン（2022年度社会実験）

■8つの点在する滞在空間を繋ぎ合わせるように、黄色のストリートサインを設置
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水戸市 ウォーカブルな水戸まちなかにむけた都市空間活用実験

図：実証実験の会場全体図（2023年度社会実験）
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水戸市 ウォーカブルな水戸まちなかにむけた都市空間活用実験

写真：パークレットの設置（2023年度社会実験）

■：道路空間の一部をして、新たな憩いの場を創出。
国道の歩道へのパークレット設置は、関東で初の試み

写真：ドッグラン（2023年度社会実験）

■：空き地をドッグランとして開放を継続しつつ、空間
の有効利用に向けてさらなる活用を検討
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沼津市 OPEN NUMAZU

図：実証実験の会場全体図
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沼津市 OPEN NUMAZU

写真：イーラde周辺歩道及び南側車道の一部の活用（2022年度社会実験）

■沼津駅南口駅前広場への左折車線を規制し、歩行者空間へと転換
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沼津市 OPEN NUMAZU

写真：商店街の一部をリビング空間へと活用（2023年度社会実験）

■周辺で取組に賛同いただける店舗に対してイス等の什器を貸し出し、取組の連鎖を図っている。
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